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ホームページのファイル構成の最近の流行では 
 

１．内容が書いてあるファイルは「HTMLファイル」 

２．見た目が書いてあるファイルは「CSSファイル｣ 

３．｢動作が書いてあるファイル」はプログラミング言語『JavaScript』で書かれ「JavaScriptファイル」や

｢jsファイル」 

４．絵が描いてあるファイルは「画像ファイル」 
 

から構成されています・ 

 

１．CSSや JSファイルを独立させ、HTMLに定義する 

 

場所は<head>と</head>内に下記の様に記載する 

 

<!DOCTYPE html> 

<html lang="ja"> 

<head> 

<meta charset="UTF-8"> 

  <link href="style.css" rel="stylesheet"> 

  <script src="script.js"></script> 

<title></title> 

</head> 

<body> 

  ： 

</body> 

</html> 

 

２．CSSや JSをHTMLに組み込む 

 

① CSS本文を<style>と</style>で挟んで 

HTMLの<head></head>間に記載します 

 

② JS本文を<script>と</script>で挟んで 

HTMLの<body></body>間に記載します 

 

 

 



下記は HTMLに組み込んだ例ですが 

スタイルシート(CSS)やJavascript(JS)を別ファイルにする場合は、緑枠内を独立させる 

<style>、</style>、<script>や</script>は不要で、HTMLからも消す。 

 


